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【取組の内容】 

１ 取組事例名 

地域のたからものを活かした地域住民主体のまちづくり「守山まるごと活性化」の取り組み 

    

２ 取組期間 

平成 25 年度～（継続） 

    

３ 取組概要 

「住みやすさ日本一」が実感できるまち守山の実現を目指し、各地域の魅力を活かしたまちの活性化の取り

組み『守山まるごと活性化』を推進しており、平成 25 年度に市内 7 つの学区それぞれを活性化するために

必要な具体策を盛り込んだ『守山まるごと活性化プラン』を市民が主体となり策定した。これらを実現する

ために、計 29 のプロジェクトを立ち上げて活動をおこなっており、歴史・自然・生活など地域にある“た

からもの”を活かした魅力的なまちづくりを、市民が主体となって行政と連携しながら進めていくもの。 

    

４ 背景・目的 

守山市には、次の特性があります。 

・野洲川や琵琶湖、市街地にホタルが飛び交う豊かな自然資源 

・弥生時代の遺構である下之郷遺跡や伊勢遺跡、中山道等の誇るべき多くの歴史資源 

・自治体加入率 95％を超える人とひとのつながりが強いまち 

これらを活かし、将来にわたるまちへの「愛着と誇り」の醸成、人とひとの地域コミュニティの活性化等を

実現していくもの。 
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５ 取組の具体的内容 

○各学区のプロジェクトは以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○行政の関わり 

・各プロジェクト会議へ市職員の参加し、実現に向けた助言等の実施 

・地域の目標実現のための補助の実施 
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６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点） 

・市民が自らまちの「たからもの」を発見し、これを活かす取り組みをおこなえるような仕組みづくりをお

こなったこと。 

・プロジェクトごとの取り組みに行政が寄り添えるよう、会館に配置された市職員がきめ細やかな支援をお

こなうこと。 

・進めていく中で、必要な経費については市で補助・助成できる仕組みを作ったこと。 

 

７ 取組の効果・費用 

【効果】 

・住民が地域にある歴史文化、自然資源を再認識することができる。 

・地域住民の自発的な地域活性化に対する積極的な取り組み。 

  平成 29 年度各プロジェクト会議の開催数計 168 回 
・市民のまちに対する愛着の醸成。 
【費用】 
・守山まるごと活性化推進支援交付金 プロジェクトごとに最大 10万円（年）までの支援 
・守山まるごと活性化まちづくり助成金 学区単位で最大 300 万円（４年）までに支援 

 

８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点） 

・地域の活性化と住民間のるながりを生み出すために、住民が中心（主体）となって、それぞれのプロジェ

クトに取り組んでもらうことが大切なことであるが、どうしても事務局（会館の市職員）頼みになりがちで

ある。いかにして、地域の自立した活動に持っていくかがこれからの課題である。 

・文化財、一級河川などに関わる取り組みについては、法的な制限により、思うような活動ができないこと

がある。 

 

 

９ 今後の予定・構想 

・平成 26 年度にスタートした「守山まるごと活性化プラン」が５年目の節目を迎えることから、成果等の

検証をおこない、住民の負担とならない範囲で引き続き取り組んでいただけるよう、見直しを検討している。 

 

１０ 他団体へのアドバイス 

・プロジェクトによって取り組みの内容が大きく異なっているため、支援制度の設計にあたっては、充分に

検討した上で、活動をスタートすることが望ましい。 

 

１１ 取組について記載したホームページ 

守山市ＨＰ 

http://www.city.moriyama.lg.jp/chiikishinkoinfo.html 
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